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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ  

 
平成 29 年 5 月 12 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想値と、本日公表

の実績値において差異が生じましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．業績予想と実績値との差異 
（１）平成 30 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日）連結業績 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する 
四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

930
百万円

8
百万円

△7
百万円 

△8 
円 銭
△2.95

実績値（B） 906 30 12 19 6.47
増減額（B－A） △23 21 19 28 
増減率（％） △2.6 262.3 - - 
（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 29 年 3 月期第 2 四半期） 

903 △65 △91 △88 △29.36

（２）差異の理由 
 環境事業において、当初第 2 四半期中に予定していた工事売上の一部が 10 月にずれたため、売上高

が前回予想を下回りました。 
利益面では、非臨床試験事業の受注増加による稼働率の改善と各種効率化によるコスト削減が顕著と

なり、営業利益、経常利益ともに前回予想を上回りました。 
親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、上記理由に加えて、フィリピンの連結子会社で

ある Inaphil, Incorporated の遊休資産売却に伴う固定資産売却益 17,834 千円を計上したことにより前

回予想を上回りました。 
 

なお、現時点において通期の業績予想の修正は行っておりません。 
 

 
（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点において入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因により記述と異なる可能性があります。 
 

以 上 


